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（３）【事業活動収支決算増減評価】 

 

２０２０年度は、新型コロナウィルスの拡大、緊急事態宣言等の影響により、経

常収支差額は１１３百万円、対予算、約１０５百万円の増益となった。 

 

主な要因として、 

収入については、学生生徒等納付金が、退学者、除籍者の増加により、予算を下回

り３４百万円の減収となった。付随事業収入についても施設貸出の大幅減少および

登校学生の大幅減少の影響で１０百万円の減収となったが、受験者および入学者の

増加に伴う手数料収入および経常経費補助金（新型コロナ対策特別補助金含む）等５

６百万円の増収となり、教育活動収入は、１０百万円の増収となった。 

但し、高等教育支援制度開始に伴い経常費等補助金の増加分は、補助金と同額の奨

学費（教育研究経費）が発生した。 

 

支出については、奨学費、修繕費、広告費の縮減５７百万円、研究活動、補助活動、

減少、オンライン授業による登校学生数の大幅減により、教育管理経費等６２百万円

の減少となったが、奨学費（国庫奨学金）および新型コロナウィルス感染症対策費、

オンライン授業を行うための教育機器整備費用３１百万円、過年度国庫補助金返還

金１３百万円の増加となったが、教育活動外収支について、１９百万円の支出減とな

り、事業活動支出は９４百万円の支出減となった。 

 

（４）【２０２０年度設備投資】 

  ２０２０年度の設備投資は以下のとおり実施した。 

①五号館屋上防水工事          １３．０百万円 

②プリズムホールの空調機更新（AC3）    ４．７百万円 

③五号館地下 501・502 教室の換気改善工事  ３．７百万円 

（コロナ対策補助金受給申請済） 

 

（５）【翌年度繰越収支差額】 

翌年度繰越収支差額は、当年度収支差額１１３百万円および設備償却による基本

金取崩額２９百万円の加算で、累積収支差額を１３４百万円圧縮し△４，７０１百万

円となった。次年度以降も黒字決算の継続、基本金組入、累積収支差額（赤字）の圧

縮を図り、本学の財務体質改善を加速させる。 


